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当研究室は，太陽光エネルギー科学研究グループの中核研究室の 1つとして，1979年に締結
された日米光合成科学研究協力を軸に約 20年の間，主として光合成酸素発生器官の構造と機能
の研究を行ってきたが，研究協力協定の終結および前主任研究員の退任を契機に，新しい研究分
野への展開を計ることになった。新研究分野と研究体制が固まるまでの間，これまでの研究で達
成できなかった課題について暫定的に研究を継続している。

1. 光化学系 II複合体の結晶構造解析（沈；神谷（研究
技術開発室））
分子量 310 kDaの酸素発生光化学系 II複合体を好熱性ラ
ン藻 Thermosynechococcus vulcanus から単離精製・結晶化
し，その構造解析を行いつつある。本年度では多数の重原
子誘導体を作製し，その回折データを収集・分析した結果，
4種類の有効な重原子誘導体が見つかり，そのデータ解析
から 4.5 Å分解能の位相を得た。この位相情報を用いて光
化学系 II複合体の構造を 3.7 Åで解析した。得られた構造
は，36本の膜貫通ヘリクス，32分子のクロロフィル，2原
子のヘム鉄，1 原子の非ヘム鉄，4 原子のマンガン，およ
び 3 つの表在性タンパク質を含み，そのうちの 12 kDa 表
在性タンパク質の構造は本研究で新たに決定したものであ
る。また，Mnクラスターを配位しているポリペプチド鎖
を数本見つけ，そのうちの 1つが反応中心 D1タンパク質
の C-末であることを示唆する結果を得た。
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